
 

令和５年４月２１日  

総務企画部長専決  

八代市ＳＤＧｓロゴマーク使用に関する要領  

（趣旨）  

第１条  この要領は、本市におけるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）推進

のシンボルとして作成した八代市ＳＤＧｓロゴマーク（以下「ロゴマー

ク」という。）の使用に関し必要な事項を定めるものとする。  

（図柄及び仕様）  

第２条  ロゴマークの図柄は、別記のとおりとし、その仕様は、八代市Ｓ

ＤＧｓロゴマークデザインマニュアル（以下「デザインマニュアル」と

いう。）に基づくものとする。  

（ロゴマークに関する権利）  

第３条  ロゴマークに関する一切の権利は、市に帰属する。  

（使用対象者）  

第４条  ロゴマークを使用することができる者は、次に掲げる者とする。  

（１）八代市ＳＤＧｓアクション宣言を行った者  

（２）八代市  

（３）報道機関（報道目的の利用及び本市のＳＤＧｓの取組の紹介をする

者に限る。）  

（４）その他市長が特に必要と認める者  

（使用料）  

第５条  ロゴマークの使用料は、無料とする。  

（使用申請）  

第６条  ロゴマークを使用しようとする者（ 以下「使用申請者」とい

う。）は、あらかじめ八代市ＳＤＧｓロゴマーク使用申請書（様式第１

号）に次に掲げる書類を添えて市長に提出し、その承認を受けなければ

ならない。  

（１）使用申請者の事業活動等の内容等を示す書類  

（２）チラシ、ポスター等使用対象物件の見本  

（３）その他市長が必要と認める書類  

２  前項の規定にかかわらず、ロゴマークを八代市が使用するときは、八

代市ＳＤＧｓロゴマーク使用申請書（市利用分）（様式第２号）に関係

書類を添えて市長に提出し、その承認を得なければならない。  

（使用の承認）  

第７条  市長は、前条の規定による申請があったときは、その内容を審査

し、ロゴマークの使用の承認を決定したときは、八代市ＳＤＧｓロゴマ

ーク使用承認通知書（様式第３号）により使用申請者に通知するものと

する。  



 

２  市長は、ロゴマークの使用を承認したときは、使用を承認した者（以

下「承認使用者」という。）に対し、使用に際して必要な条件を付する

ことができる。  

３  承認使用者は、ロゴマークの使用を開始した後速やかに市長に使用の

状況を示す写真、書類等を提出しなければならない。  

４  市長は、前条第２項の規定による申請があったときは、第１項の規定

にかかわらず、口頭により承認することができる。  

（使用の不承認）  

第８条  市長は、第６条の規定による申請があった場合において、その内

容が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、ロゴマークの使用

の不承認を決定し、八代市ＳＤＧｓロゴマーク使用不承認通知書（様式

第４号）により使用申請者に通知するものとする。  

（１）市の信用又は品位を傷つけ、又は傷つけるおそれがあるとき。  

（２）ＳＤＧｓの正しい理解を妨げるおそれがあるとき。  

（３）法令又は公序良俗に反し、又は反するおそれがあるとき。  

（４）自己の商標や意匠とする等独占的に使用し、又は使用するおそれが

あるとき。  

（５）特定の個人、政党又は宗教団体を支援し、若しくは公認しているよ

うな誤解を与え、又は与えるおそれがあるとき。  

（６）八代市暴力団排除条例（平成２３年八代市条例第３２号）第２条第

１号に規定する暴力団の利益になると認められ、又は認められるおそ

れがあるとき。  

（７）営利を主な目的として使用し、又は使用するおそれがあるとき。た

だし、ＳＤＧｓの普及及び啓発に資するものとして市長が認めるとき

を除く。  

（８）デザインマニュアルに従って使用せず、又は使用しないおそれがあ

るとき。  

（９）ロゴマークのイメージを損なうおそれのあるとき。  

（ 10）その他市長が適当でないと認めるとき。  

（承認内容の変更）  

第９条  承認使用者は、承認を受けた内容を変更しようとするときは、八

代市ＳＤＧｓロゴマーク使用変更申請書（様式第５号）を市長に提出し

なければならない。  

２  市長は、前項の規定による申請を受けたときは、その内容を審査の上、

承認の変更の可否を決定し、八代市ＳＤＧｓロゴマーク使用変更承認

（不承認）通知書（様式第６号）により承認使用者に通知するものとす

る。  

３  第７条第２項及び第３項の規定は、承認の変更をした場合について準



 

用する。  

（承認の取消し等）  

第１０条  市長は、承認使用者が次の各号のいずれかに該当するときは、

承認を取り消し、若しくは使用を中止させ、又は使用物件の回収その他

の必要な措置を求めることができる。  

（１）偽りその他不正の手段により承認を受けたとき。  

（２）承認内容に違反したとき。  

（３）使用に際して付した条件に違反したとき。  

（４）その他市長がロゴマークを使用させることが適当でないと認めると

き。  

（遵守事項）  

第１１条  ロゴマークの使用に当たっては、次に掲げる事項を遵守しなけ

ればならない。  

（１）承認内容及び条件に従うこと。  

（２）デザインマニュアルに従うこと。  

（３）使用に関する権利を他人に譲渡し、又は転貸しないこと。  

（４）意匠法（昭和３４年法律第１２５号）に基づく意匠登録、商標法

（昭和３４年法律第１２７号）に基づく商標登録及び知的財産に関す

る一切の権利の設定又は登録をしないこと。  

（５）ロゴマークを使用して作成し、又は製造する物件について、市が作

成し、製造し、販売し、又は品質を保証する等市が責任を負うもので

あると誤認されるおそれがないよう必要な配慮を行うこと。  

（経費等の負担）  

第１２条  市は、承認使用者によるロゴマークの使用に係る経費又は役務

を負担しない。  

（使用者の責任）  

第１３条  承認使用者がロゴマークの使用により市に損害を与えた場合は、

市長は、その賠償を承認使用者に請求することができる。  

２  ロゴマークの使用に起因する事故、苦情又は第三者との紛争が生じた

場合は、承認使用者はその旨を速やかに市に報告するとともに、自己の

責任と負担において対応するものとし、市は損害賠償、損失補填その他

法律上の一切の責任を負わない。  

（使用状況報告）  

第１４条  市長は、承認使用者に対し、ロゴマークの使用状況について、

適時、資料の提出又は報告を求めることができる。  

（情報の公開）  

第１５条  市長は、ロゴマークの承認状況等について、広く利用促進を図

る観点から、この要領の規定により処理をした事務に関する情報のうち、



 

必要と認めるものを公開することができる。  

（その他）  

第１６条  この要領に定めるもののほか、ロゴマークの使用に関し必要な

事項は、市長が別に定める。  

附  則  

この要領は、総務企画部長専決の日から施行する。  


